














Application of Neuroscience to Social Work Education---






Recent neuroscience  is greatly contributing  to  these.   The problems of communication  in social 
work settings and  those  in support  for people with communication  impairments can be attributed 

































L.Cozolino や M.Iacoboni & M.Dapretto らの研究があり（Cozolino 2006、Iacoboni & Dapretto 
2006）、自己と他者の認識については J. Decety & Batson がある（Decety & Batson 2007）。また























































































































































































































































































































































































　優秀APA（M ＝ 4.02，SD ＝ 1.80）＜困難APA（M=4.86, SD=1.54）



















事前（M ＝ 91.5，SD ＝ 55.7）＜事後（M ＝ 171.4，SD ＝ 114.8）【t (17) ＝－ 2.45，p < . 05】
理解困難表出APA群において、自己効力感得点に事前・事後得点の比較は
事前（M ＝ 117.0，SD ＝ 88.9）≒事後（M ＝ 150.4，SD ＝ 129.3）【t (17) ＝－ 1.10，p ＝ n.s.】
「レクチャーの理解度という点において、自分と彼を比較したと思う」については





t 値 自由度 有意確率 平均値の差
彼と一緒に勉強している気がした -0.29 34 0.77 -0.17
○ 彼の様子をみているとやる気になっ
た
2.02 34 0.05 0.94
○ 彼の様子を見ていると自分も同じよ
うな気持ちになった
-3.26 34 0.00 -1.89
彼に好感をもてた 0.24 34 0.81 0.11
○ 彼がどんな気持ちでいるのかを察す
ることができた
-3.39 34 0.00 -1.56
○自分と彼は似ていた -1.84 34 0.07 -0.94









































































































































































































for Research and Practice”、2010 年 7 日 18 日
山口昌樹、第 38 回『日本バイオフィードバック学会学術総会』教育講演「唾液ストレス検査
の展望」2012 年 7 月 18 日
